
d/SIGN no.5 

TeXの実際の使い勝手は、図に示したようなスクリプトを書いて、

後に可視化させることになる。つまり、スクリプトを害いているときは、

パーソナルコンピュークを使う人々にとって、どのオペレーティングシ 出力結果の実際の紙面レイアウトは想像上のイメージでしかない。

ステム(OS)を使うかは、使い勝手に関わる重要な問題と考えられ プリントアウトしてみないと、結果は見えないのである。現在では、

てきた。例えば、グラフィックデザインに関わる分野では、他分野 TeXユーザは、 TeXのファイルをポストスクリプト形式に変換して

に関わる大多数の人々がウィンドウズを使っている中、 これまで圧 から、 さらにPDF形式にするなどして画面上で出力結果を確認

倒的にマッキントッシュのユーザが多かったという事情はご存じのと したりしている。この作業環境は、ホームページ作成の経験があ

おりである。かくして、人々の多様なコンピューティングの嗜好を満 る人なら、HTMLの記述に類似していると感じるのではないだろ

たす、さまざまな新技術が話題となり、現在のパソコン関連雑誌 うか。まさに、 TeXも、 HTMLも、ページプリンタのために生ま

群の熱心な購買者層が形成されてきた。それぞれのユーザ群は、 れた、コンピュータが出力するページの構造を論理的に記述する

自らが利用してきたOSの発展史を、個人のコンピューティング変 言語、つまり、ページ記述言語のヴァリエーションなのだから、当然

遷史として内在化し、自分のたどってきた道筋が、歴史そのもので 類似性を持っているのである。

あるとのイメージを抱く。いわば、パーソナルコンピューティングをめ この連載の最初からの読者であれば、気付くはずであるが、この

ぐる「記憶の歴史学」の領域が、ここに拡がっているのである。 ページプリンタの嘴矢こそ、 1970年代半ばにゼロックス社パロアル

そして、現在。マッキントッシュか、ウィンドウズか。あるいは、リ ト研究所で生まれたレーザプリンタである。この際に生まれた、

ナックスヘ乗り換えるぺきか、といった話題が世間をにぎわしてい WYSIWYG (What You S≪ ls What You Get)という画面で見たままが

る。実は、ウィンドウズ、マッキントッシュ双方の最新版OSは、表 印刷されるという技術がDTPの基礎になっているということがわ

面的にはこれまでのスクイルを守りながら、これまで多くのコン かるだろう。実は、 1970年代半ばにTeXの構想をもったクヌース

ピュータ専門家たちが使ってきた、上位機種のコンピューティングの は、スタンフォード大学に所属しており、すぐ近くのパロアルト研究

スクイルであったUNIXの特徴を踏襲し始め、多くの系統に分か 所で Altoシステムと呼ばれるパーソナルなコンピュータのネットワー

れていた「記憶の歴史」の収束が始まろうとしている。 クシステムと共に、レーザプリンタの研究開発が進んでいることをよ

ここで、私たちは、デスクトッカCプリッシング、いわゆるDTPの歴 く知っていた。そして、当初、彼が構想した高品質なページ記述

史をいかに語るかという問題に潤遇する。これまでは、DTPとい

う出版に関するデザインシステムの社会的認知を誘導してきたの

が、マッキントッシュをつかうグラフィックデザイナーたちの仕事の質

であったために、マッキントッシュ上に展開する編集デザイン用ソフ

トウエアの発展史が、なかばDTP変遷史の中核と認識されてき

た。つまり、 DTPの歴史は、マッキントッシュユーザの記憶の領域

で語られることが多かったのである。

ところが、 UNIXを使ってきた人々の記憶にあるDTPの歴史は、

まったく別の系統の物語として存在する。作成した文困の出力が、

単に紙の上になされるというレベルを超えて、出版レベルになった 言語用のフォントを、パロアルト研究所と共同開発するつもりでいた

のは、UNIXユーザの問では、1980年代前半に普及し始めた のである。しかし、ゼロックス社上層部が、クヌースがパロアルト研

TeXと呼ばれるシステムに始まると考えられている。 このTeXは、 究所を訪れて共同研究した場合、成果はゼロックス社に帰属する

ギリシア語の技術・芸術を意味する語根を源として名付けられたた と主張したため、誰もが使えるシステムをイメージしていたクヌースと

めに、英語的にテックスとは読まない。テフと読むのが通とされて 相容れなかった。結局TeXとフォントはクヌースのグループ単独で

いる。 さらに言うならば、テフの「フ」は、こうしてカタカナで表記する 開発され、広く公サりされた。この経緯については、クヌース自身が

と、「フ」と害くしかない音であるが、いわば「ク」と「フ」の中間のような、 野き記している。つまり、 TeXは、今日的に言うならば、典型的な

喉をすぼめて発音する摩擦音なのである。（こうした発行上のこだわりは、 オープンソース、フリーウエアのシステムとなったわけである。そして、

TeXの生みの双であるコンピューク科学者、ドナルド・クヌースに由来している。） 当時、ゼロックス社内でもクヌースのTeX開発と並行して、機種に

TeXの初めの版が杏かれたのは、 1977年末から1978年初頭 依存しない高品質の印刷システムを開発する思想は発展し、やが

にかけてのことであり、それから改良が加えられ、TeXは1982年 てImerpressというシステムになった。 これを担当していたのが、ま

版で安定した。以後、使用者が自分なりの印刷用途に合わせて もなくAdobeを創始することになる、チャック・ゲシュケ、ジョン・ワ一

使うシステムとして、高い完成度に到達したTeX本体は、そのまま ノックであった。こうして、初期のDTPに関わる煎要な技術の流

維持され続けている。ただし、これは、あくまでも、使用者がコン れが、いずれも、パロアルト研究所を共通の参照点とするという事

ピュータ言語で自分の仕事内容を記述することが苦にならない場 惜は、非常に興味深い。

合には、使用者の仕碩のやり方を縛ることのない、ミニマムで洗練 TeXがテキストペースのシステムで、ページのレイアウトを論理的に

された作業環境が創られたということなのである。実は、 コン 記述する方向へ進み、 コンピュータに論理的に作業を指示するこ

ピュータ科学の専門家たちの中にすら、使い勝手の面では、もう とのできるコンピューク専門家たちのコンピューティング環境に適合

すこし、決まった心式や命令が定式化されたものが用意されてい して、高品質な印刷物生成システムが構築されていった。そのと

た方がよいという声も多かった。そこで、ある程度多くの人が使うで き、 Al[0システムでは、グラフィカルユーザインターフェイスを持つコ

あろうコマンドや密式があらかじめ用意されている、 LaTeXという ンピューティング環境で、常にページレイアウトを可視化しながら作

版が普及し、さらにさまざまな各国版TeXの普及へと発展してき 業する指向を持っていた。ここで、ページレイアウトの論理的記述

たのである。現在では、ウィンドウズ版、マッキントッシュ版のTeX と可視化の関係について、 TeXに沿って、もうすこし仔細に考察

も出ている。 してみよう。
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麟 の誼理を表現

するということになる。つまり、デジタルデザインには、論理的作業

と感性的作業の密接な連携が必要だということである。

TeXを開発する際、クヌースには、複可『な数学記号を思いの正r同様の事惜は、ひとりの人間が組版作業する場合にも認められる。
に印刷できるシステムをつくりたいという目的があった。このような 例えば、現在TeXのバリエーションを使っている人々の使用状況

システムができれば、組版の難しい数学の式をふくむ学会誌など を考えよう。この場合、文行作成からプリントアウトにいたる最終段

が、簡単に印刷できるようになるからである。実は、複雑な数学 階では、ファイルをPDF形式に変換するなどして、画面上に可視

の式を美しく印刷する技術をもつ組版職人の数が、非常に少な 化させ、全体のレイアウトを確認して、細部の修正をするという作

かったのである。クヌースは、実際に職人たちに会い、どのように 業を繰り返した後に、プリントアウトしていることが多い。これは、

版を組んでいるかを聞き、それを論理的に記述することでTeXを ページ記述言語であるHTMLでホームページを作る場合にも、

創りあげていった。この時、クヌースが作った紙面の論理的モデル 何度か実際にプラウザで可視化して修正しなければ、最終的にレ

の単位となる基本概念は、「箱」であった。この箱がのりづけされて、 イアウトが完成しないのと同様の事情である。つまり、できるだけ詮

さらに大きな箱になり、それらが紙面に並んでいると考えたのであ 理的に作業を進行させた場合でも、文杏のレイアウト作業から視

る。そして、この接府剤（グルー）部分にも、それ自体にスペースがあ 党的なプロセスを取り除くことは難しいということである。そして、そ

るが、伸び縮みしうる。こうして、箱の、高さ・深さ・幅と、紙面のど こに、いまのところ機械的には定義しにくい、人間の情報処理能

の位悦に囮かれるか、箱にはどのような文字が入るのかを記述し 力に依存するデザインの領域というものが浮上してくるのである。も

てゆくことで、レイアウトができあがってゆくのである。そして、行の分 ちろん、従来信じられてきたほど、「感性の領域」とされてきた部分

割こそ、非常に気を遣うところで、ハイフネーションがなるぺく少なく は非論理的ではなく、論理的定式化によって、職人技と呼ばれ

なるよう、また、単語の間隔ができるだけ等間隔に近くなるように、 てきた領域の多くでは、ますます自動化が進むだろう。それでも、

行を分割しなければならない。そのために、接沼剤部分が伸び 論理化できない部分は残り、それは論理的思考の果てに静論に

縮みしている割合と、行割りのペナルティという概念を導入して、そ たたずむ。

の度合いをはかりながら、最良の策を選び出す。そして、数式 こうして、 TeXをめぐって明確になってきた、デジタルデザインをめぐ

の表示には、充分な記号の種類と大きさが準備されており、 ピ る議論は、グラフィカルな作業として、画面上で視箕的にレイアウト
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ブレーンなTeXによるスクリブト例。クヌース自
身が、 TeXの伎い勝手の実際を示すためにマ
ニュアルの付録Bに付けたもの．
Donald E. Knuth, The TeXbook, in the 

series of Computers & Typesetting. vol.A, 

Millenium 2000 edition, Addison-Wesley, 

p.340. 

特殊記号の一部に数字が肩付きになるなどの処理が簡単に指示

できるようになっているのである。

そしてクヌースは、さらに、フォントも数学的に表現しようとしていた。

これがMETAFONTである。こうして、 Tぷで紙面レイアウトの

基本単位である箱に入るフォントそのものも、論理的に記述される

ようになり、印刷されるページのすべてがデジクル化されることに

なった。 METAFONTの概念を説明する際、クヌースは、この

左記スクリプトを出力した例。 Ibid.,p.341. 
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TeXによる最初の本のタイトル頁。
クヌースは、 TeXが普及して後、しばしば、最初
のTeXによる出版物は何かときかれるように
なった．そこで、クヌースは、マニュアル類を除く
と、 1978年のクリスマスに作った、この総28頁
の本が最初のものと発表した。 LenaBernice: 
Her Christmas in Wood County, 1895. By 

を行う方式で行われ
Elizabeth Ann James, with illustrations by 

Jill Carter Knuth. Columbus. Ohio: 

てきたDTPの作業 RainshinePress, 1978. 100即PJって、 25部
ほどが売れ、残りが妻の親戚に配られたという．

にも、実はそのまま当当時、出力はゼロックス社のXGP。解像度がま

てはまるのである。こだ低かったので、大きめのデータをつくり、 70%
ほどに編Jヽして出力して解像度を上げたという。

うした作業において DonaldE. Knuth.Digital Typography, CSU 

も、より精密にレイア
Publications, p, 534. 
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Lena Berniceの中か子[。 Ibid..p. 636. 

ウトを行おうとデザイ

METAFONTの最良の成果は、デザイナーとコンピュータ言語使 ナーが努力すればするほど、結局は、コンピュークには論理的な

用者との協同作業で生まれるだろうと述べている。クヌースによれ 指示を与える必要があるという事情がそれを物語っている。そして、

ば、最高のタイプフェイス・デザイナーは、非凡な視党と、形のニュ こうした作業の様態が、デザインの分野のなかでも、特に出版に

アンスに対する感性をもっていなければならないし、最高のコン 関わる領域で発展してきたことは、本来、この領域には、論理的

ピュータ言語使用者は、非凡な抽象的思考力と直感的アイデア フォーマットの形成に親和性が高かったということなのではないだろ

を定式化する能力がなければならない。その両方を兼ね備えた うか。稀とされるふたつの能力の併存、つまり、視党的思考と論

人間は、非常に稀なので、結局は両者が協力して METAー 理的思考が統合したフォーマッティング能力を前提とするデジクルデ

FONTというツールを使うことによって、その潜在力が殻大に開花 ザインの領域が存在することになったわけである。
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